























3) 陳祥雲「劉航琛与四川工業的発展 」『輔仁歴史学報』第 34 期，


















1918 中国農工銀行，永亨銀行 浙江儲豊銀行（杭州） 東莱銀行（天津）






















































































5) 1911 年 10 月以降，蜀北軍政府（広安），川南軍政府（瀘州），大漢軍政府
（成都），蜀軍政府（成都）などが相次いで成立した。なお，翌年にはこれら
が統合されて四川軍政府が成立する。






7) 1890 年，四川大邑生まれ。1909 年，四川陸軍速成学堂卒。1919 年，四川陸




国民革命軍第 21 軍に改編され，軍長。1932 年，劉文輝との戦いに勝利し，
四川を統一。1933 年，四川匪総司令。1935 年，四川省政府主席。1937 年，
第 7 戦区司令部を組織して南京保衛戦に備えるが，1938 年 1 月急死。重慶地
方志編纂委員会総編輯室編『重慶名人辞典』成都：四川人民出版社，1992 年，
154～156 頁。
























































































15) 1896 年，四川羅江生まれ。綿陽中学卒業後，1917 年北京大学法律系に入学。
1924 年北京大学法律系卒業後，巴県県長・第 21 軍政治部科長となり，劉湘
政府の幕下に入る。1938 年四川省建設庁長，四川省政府委員。1939 年中国西
南実業協会総幹事。1940 年，国民政府行政院全国糧食管理局副局長，1941 年
四川省政府糧食管理局局長。1949 年，一度香港に渡るが 1951 年に北京へ戻
り，全国政治協商会議委員。1972 年北京で逝去。李盛平主編『中国近現代人
名大辞典』北京：中国国際広播出版社，1989 年，307 頁。














































































胡懐卿 1928 セント・ジョン大学 重慶分行襄理















謝文通 1931 セント・ジョン大学 香港分行総経理 外交部総務司勤務
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銀 行 名 設立年 創業者
聚興誠銀行 1915 年 楊粲三
大中銀行 1918 年




重慶平民銀行 1928 年 寧芷邨
川康殖業銀行 1930 年 周見三
川塩銀行 1930 年 呉受彤
重慶銀行 1930 年 潘昌猷
北碚農村銀行 1931 年 盧作孚
四川商業銀行 1932 年 劉航琛
四川建設銀行 1934 年 劉航琛
四川地方銀行 1934 年 劉湘
新業銀行 1934 年
川康平民商業銀行 1937 年 劉航琛
和成銀行 1938 年 呉晋航





































この上海銀行公会を範として，1931 年 9 月，国民政府の認可を受けた正
式な同業者団体である，重慶市銀行業同業公会（以下，銀行公会と略記）が
24) ｢銀行公会章程（1915 年 8 月公布）」満鉄調査課『支那銀行関係規定集』大
連：南満州鉄道株式会社，1931 年，15～17 頁。
25) 根岸佶『上海のギルド』日本評論社，1951 年，148 頁～150 頁。







































































































































































































































































































































26) ｢上海銀行公会章程（1924 年 9 月改正）」第 5条，満鉄調査課『支那銀行関係
規定集』大連：南満州鉄道株式会社，1931 年，24 頁。
27) ｢重慶市銀行業同業公会章程」前掲，張肖梅『四川経済参考資料』 98～10 頁。

























28) ｢重慶証券交易所概況」『四川月報』4-1，1934 年 1 月，51～55 頁。
29) 『四川経済参考資料』 55 頁。
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職別 姓名 所属 持株比率
理事長 潘昌猷 重慶銀行 2.5
常務理事 盧瀾康 安定銭荘 2.5
康心之 四川省銀行 2.5









【表 5】重慶証券交易所理事・監察人名簿（民国 24 年 9 月 2 日)










司である。その計画の嚆矢となったのは，1926 年 1 月に示された文書で
ある31)。当時の重慶商埠督辦公署督辦であった潘文華32)が認めた序文から
30) ｢重慶証券交易所股份有限公司股東会決議録」1935 年 9 月 2 日，実業部商業
司 案（台湾中央研究院近代史研究所 案館蔵）， 。
31) ｢重慶商埠自来水計画及辦法説明書」重慶自来水股份有限公司 案，
。唐潤明編『民国時期重慶民族工業発展 案開発：重慶自来水股份有限公
















































（1 項）。資本については，60 万元を株式募集額とし，15 人から 20 人の発
起人を募り，募集総額の四分の一をまず指定銀行に納付させ，残りは一ヶ







き出した。その具体的内容は，1937 年 11 月 5 日に示されている。まず営

















溝に設置された水力発電所によりおこなわれ，1934 年 7 月から 12 月の間
の販売電力量は，電灯 ，電力 ，合計
となったという34)。
資本額は 200 万元で，そのうち 30 万元は重慶市政府からの出資であっ
た35)。役員の一覧は【表 7】のとおりである。重慶市政府の代表として張
















職別 姓名 主な所属 所有株数 持株比率
董事 劉航琛 21 軍財政庁長 2500 12.5
周季悔 川康平民商業銀行 1000 5
陳懐先 40 0.2
康心如 四川美豊銀行 1070 5.3
潘仲三 元重慶市長 200 1
盧作孚 民生実業公司 1000 5
石体元 重慶市政府秘書長 50 0.3
胡仲実 華西興業公司 200 1
周見三 川康殖業銀行 100 0.5
監察人 張必果 21 軍秘書長 3300 16.5
郭文欽 川康殖業銀行 1700 8.5
胡子昂 華西興業公司 50 0.3
傅友周 21 軍参謀長 90 0.4
甘典 21 軍政務部長 400 2
胡如航 四川美豊銀行 1500 7.5













38) 『四川経済参考資料』 110～111 頁。
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職別 姓名 主な所属 所有株数 持株比率
董事長 呉受彤 重慶川塩銀行 500 4.1
常務董事 劉航琛 21 軍財政庁長 600 5
潘昌猷 重慶銀行 500 4.1
董事 関吉玉 重慶行営 500 4.1
何説岩 500 4.1
康心如 四川美豊銀行 300 2.5
鄧子文 500 4.1
盧作孚 民生実業公司 200 1.6
寧芷邨 重慶平民銀行 450 3.7
胡叔潜 華西興業公司 100 0.8
王方舟 四川省保安司令部 100 0.8
監察人 胡子昂 華西興業公司 50 0.4
葉元龍 重慶行営 2400 20
汪栗甫 500 4.1

















役職 姓名 所属 持株比率
董事長 劉航琛 21 軍財政庁長 34.5
董事 甘典 21 軍政務部長 1.2
寧芷邨 川康平民商業銀行 1.2
























40) 重慶中国銀行『重慶経済概況』1934 年，24 頁。











有 限 公 司
（1935 年)*3
重慶電力股份













甘典 董事 監察人 監察人 第 21 軍政務部長
関吉玉 董事 重慶行営
何北衡 監察人 董事 21 軍政務部科長
康心如 董事 董事 董事 董事 董事 四川美豊銀行総経理
康心之 常務理事 四川省銀行経理
潘昌猷 董事 董事長 董事 董事 理事長 重慶銀行総経理
盧作孚 董事 董事 董事 北碚農村銀行董事長
楊粲三 董事 董事 理事 聚興誠銀行董事長
任望南 監察人 聚興誠銀行董事
呉受彤 董事 董事 理事 川塩銀行董事長


























































─ 1882～1914』講座・日本経営史第 2巻，ミネルヴァ書房，2010 年。
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